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恵那峡へは、北原白秋、若山牧水など多く

の文人が訪れている。特に白秋は、何度も

恵那に足を運び、１９３４（昭和９）年来遊の

折には、恵那峡とんとん節や大井栄舞を作

詞した。さざなみ公園の先端には、歌碑も

残されている。

バイオリン工場と中野方町民との触れ合い

の物語は、「バイオリンの村」（１９７９年・赤

座憲久作・鈴木義治画）という創作童話と

して小峰書店から出版されている。

　「電力王」福沢桃介によって木曽川の急流を、せき止め
て造り上げられた大井ダムによってできた人造湖。
　大井ダムから、上流約１０�の区域を指し、１９２０（大
正９）年に、地理学者の志賀 重  昴 によって、恵那峡と命

しげ たか

名された。両岸には、 屏 
びょう

 風 岩、軍艦岩、品の字岩、 獅  子 
ぶ し し

岩などの奇岩・怪石が立ち並び、それらを遊覧船から眺
めることもできる景勝地。
　また、春にはサクラをはじめ、ツツジやフジの花も美
しく咲く。夏には濃緑に赤い恵那峡大橋が映え、秋に
は、モミジ、カエデなどが湖面を彩る。冬にはオシドリ
やムクドリなどが飛来し、バードウオッチングもできる
など、季節ごとにさまざまな景色が楽しめる。市内に２
カ所ある県立自然公園の一つ。

　中野方町の恵那楽器�は、バイオリンの生産量が日本
一。日本人で最初の世界的なバイオリン製作者であり、
鈴木バイオリン製造�の創始者である鈴木政吉の２代
目、鈴木梅吉が強制疎開で中野方町まで来たことに始ま
る。
　そして戦後は、恵那工場（中野方町）でバイオリン、
ギターの製造を再開。１９４６（昭和２１）年、現在の名古屋
市中川区に本社を移転、１９５４（昭和２９）年、恵那工場を
�恵那楽器と改め、系列工場とした。
　現在、恵那楽器�では鈴木バイオリンのスタン
ダード製品の７５�を製造。バイオリン、マンド
リン、コントラバス、チェロを従業員全員がそ
れぞれの技術で製造している。また自社ブラ
ンド・サウンドエナとして、オリジナル製品
の製造販売も手掛けている。

バイオリンの生産風景

恵那峡（えなきょう）３

バイオリン生産量日本一のまち

市を代表する観光名所

遊覧船が走る緑豊かな恵那峡
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次号は７月１５日号
発行日は７月１５日�です


